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松川町（長野県松川町）

取組の内容

○有機農業の面積拡大（露地野菜）
（令和２年度：3.0ha → ９年度：6.0ha）

○有機農業の面積拡大（稲）
（令和２年度：1.6ha → ９年度：6.0ha）

○学校給食への有機農産物提供数増加
（令和２年度：1.8t → ９年度：9.4t）

普及に向けた取組

成果目標

生産者を増やすため、公益財団法人 自然農法国際研究開発センターに栽培指導を依頼し、野
菜、水稲の実証圃場での研修会を実施してきたところ。引き続き、遊休農地を活用した有機栽
培に取り組む農家の拡大を目指す。また、果樹での有機栽培の取組は難しいものの、有機での
土づくりに取り組む農家もいるため、モデル的な取組として検討したい。

販売については、今後、町独自の認証制度を検討し、学校給食以外での販路拡大を進めたい。

遊休農地対策として、町民一人ひとりが
農園を持ち、農ある暮らしの中で、健康な
食、生活を目指す「１人１坪農園」の取組
を展開。その中で、有機栽培を学びなが
ら生産を行う取組を推進。

令和２年度には「ゆうき給食とどけ隊」
を発足。遊休農地を活用して生産した有機
米や有機野菜等の学校給食での利用を開始。

令和５年度は、緑肥の活用や土壌診断に基づく施肥設計、緑肥による土づくりの
実施（フレールモアの導入）、田植え機や除草機の導入で、取組に参加する生産者
の技術的ハードルを下げている。

また、食味・栄養素分析検査による消費者へのPR、一般消費者に向けた講演会、
有機農産物の学校給食の利用拡大、子どもたちの畑作業体験、環境調査と連動した
食育、消費地圏でのマルシェの開催での販売展開等を実施。

背景・課題

品 目

構 成 員

松川町は、果樹産地として100年以上の歴史があるが、
後継者不足により遊休農地が増え、農地約1,300haの内、
200ha超が遊休農地となっており、その解消・生産者確
保が課題となっている。

松川町、ゆうき給食とどけ隊、町
内有機農業者、ゆうきの里を育て
よう連絡協議会、農業振興会議 等

露地野菜、水稲 等

問い合わせ先
長野県松川町 産業観光課農業振興係（交流センターみらい）
TEL：0265-34-7066
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事業者との連携を構築

食育活動、大豆を栽培
⇒みそづくりまで体験

緑肥での土づくり
フレールモアでの粉砕

実証圃場で栽培された
食材が学校給食に提供

調達

松川町HP ゆうきの里を育てよう～みどりの食料システム戦略～
https://www.town.matsukawa.lg.jp/choseijoho/sangyoshinko/nogyo/noushin/9299.html
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